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A) 千葉県子どもの貧困対策推進計画の 10 の指標と木更津市の現状 

  千葉県の基準日の 

数値 

木更津市の現状 

①  基準日 H26 年 7 月 H28 年 7 月現在 

生活保護を受けている 17 歳以下の人数 9,445人 117 人 

生活保護を受けている 17 歳以下の割合 0.968% 0.538% 

②  基準日 H27 年 3 月(卒業生) H29 年度当初現在 

県全体の高等学校等進学率 98.6%  

生活保護を受けている子どもの高等学校等進学率 91.7% 90.0% 

③  基準日 H26 年度 H29 年度当初現在 

県全体の高等学校中退率 1.4% 市全体は把握不可 

生活保護受給者の高等学校中退率 4.5% 18％(22 人中 4 人) 

④  基準日 H27 年 3 月(卒業生) H29 年度当初現在 

県全体の大学等進学率 55.5% 市全体は把握不可 

生活保護受給者の大学等進学率 16.8% 25% 

(卒業生 4 人中 1 人) 

⑤  基準日 H27 年 3 月(卒業生) H29 年度当初現在 

県全体の中学校卒業後就職率 0.3%  

生活保護受給者の中学校卒業後就職率 1.7%  

県全体の高等学校卒業後就職率 13.5% 市全体は把握不可 

生活保護受給者の高等学校・専修学校等卒業後就職率 48.9%  

⑥  基準日 H27 年 3 月(卒業生) H29 年度当初現在 

生活保護の子どものうち、中学校卒業後、高等学校・専

修学校等に進学しなかった子どもの就職率 

21.4% 21% 

生活保護の子どものうち、高等学校・専修学校等卒業

後、大学・専修学校等に進学しなかった子どもの就職率 

72.5% 60% 

⑦  基準日 H26 年度  

要保護及び準要保護児童生徒数 41,374 人 555 人 

要保護及び準要保護児童生徒の就学援助率 8.7% 5.2% 

⑧   H27 年度実績 H29 年度 

スクールソーシャルワーカーの配置人数 5 人 

(小 3 人・中 2 人） 

市独自の配置なし 

⑨  基準日 H27 年度  

スクールカウンセラーの小学校配置率 

中学校配置率 

高等学校配置率 

11.0% (89 校) 

100.0%(381 校) 

61.5%(80 校) 

小学校 26.3％(5 校) 

中学校 100％ 

(13 校) 

⑩  基準日 H26 年度 H29 年 8/11 現在 

児童扶養手当の受給者数 40,797 人 1,038 人 
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B) ひとり親家庭に給付する児童扶養手当からみた貧困ライン以下の現状   

                   Ｈ29.8.11 現在 

 総数 所得が年間 122 万円未満 割合 

児童扶養手当受給者数 1,038 人 660 人 63.5% 

児童数 1,646 人 1,060 人 64.4% 

※ 貧困ライン…所得が年間 122 万円未満 

※ ひとり親家庭をＨ27 年度の総数 1,031人 Ｈ29.8.11 現在を比較すると、ほぼ横ばい。 

 

 

C) 経済的に困難を抱えている（要保護・準要保護）児童・生徒の割合の経年推移 

 

Ｈ29 年度 児童 生徒 児童・生徒 計 要保護・準要保護の割合 

全人数 7,130 3,507 10,637  

要保護 41 29 70 0.6％ 

準要保護 268 217 485 4.6％ 

要保護・準要保護 計 309 246 555 5.2％ 

要保護・準要保護の割合 4.3％ 7.0％ 5.2％  
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D) ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）の市町村別対応児童生徒数  

 千葉県 南房総教育事務所管内の配置 

Ｈ27 年度  5 人 1 人 木更津市立岩根小学校 

Ｈ28 年度 8 人 2 人 市原市立双葉中学校、館山市立北条小学校 

Ｈ29 年度 12 人 3 人 木更津市立岩根小学校、市原市立双葉中学校、館山市立北条小学校 

 

Ｈ28 年度にＳＳＷが対応した児童生徒の人数の多い順  

 SSW 
学

校 

人

数 

  SSW 学

校 

人

数 

  SSW 学

校 

人

数 

市原市 1 14 42  船橋市  4 4  銚子市  1 1 

松戸市 1 15 23  白井市  2 4  旭市  1 1 

八千代市 1 11 19  大網白里市  3 4  芝山町  1 1 

佐倉市  7 19  君津市  3 4  一宮町  1 1 

富里市  3 17  流山市  3 3  睦沢町  1 1 

成田市 1 7 13  鎌ケ谷市  3 3  長生村  1 1 

いすみ市  6 12  九十九里町  1 3  勝浦市  1 1 

印西市  5 11  長南町  2 3  大多喜町  1 1 

酒々井町  3 11  柏市  2 2  南房総市  1 1 

館山市 1 3 11  多古町  2 2  鋸南町  1 1 

山武市  4 10  長柄町  2 2  浦安市  0 0 

木更津市  6 9  富津市  1 2  野田市  0 0 

横芝光町  2 8  市川市  1 1  栄町  0 0 

千葉市  3 8  我孫子市  1 1  匝瑳市  0 0 

香取市 1 3 6  四街道市  1 1  白子町  0 0 

東金市 1 4 6  八街市  1 1  御宿町  0 0 

茂原市 1 4 5  神崎町  1 1  鴨川市  0 0 

習志野市  4 4  東庄町  1 1  袖ケ浦市  0 0 

 

 

E) 大田区の子どもとその家庭の実態調査のアンケート項目抜粋 

５年生にアンケート ５年生の保護者にアンケート 

 学校の授業がわかるか 

 毎日食べる(野菜・果物・肉魚) 

 自分は価値のある人間だと思う(自己肯定

感) 

 お金が足りなくて家族が必要とする食料や衣

類が買えなかった経験 

 経済的理由のために支払えなかった経験 

(家賃・水道料金・ガス料金・電気料金・電話料

金) 

 医療機関に子どもを受診させなかった理由 
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F) 3 歳児健診を受けていない幼児数の経年推移 

 

 

 

 

G) 就学援助費の入学準備金を入学前に支給を実施(実施予定)の県外の自治体 

 

 小学校入学前に 中学校入学前に 

川越市 来年度から 今年度から 

高砂市 実施済み 実施済み 

八王子市  実施済み  実施済み  

西宮市 今年度から年度内に支給実施 今年度から年度内に支給実施 

小平市 Ｈ30 年から実施 1 月頃に案内を出す 

箕面市 Ｈ30 年度から実施に向け、準備中 

 

H) 木更津市の現状…入学後に「入学準備金」を支給している実態 
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